
 

 

  主    題  （２０１８～２０１９ ) 

・国際会長 ‘Yes,we ｃan change’「私たちは変えられる」 

           Moon Sang － Bong   （韓国） 

・アジア太平洋地域会長 ‘Action ！’「アクション！」  

田中 博之（日本） 

・西日本区理事  「未来に残すべきものを守り育てる」 

         Let‘ｓ Proｔect and Cultivate What Should Be 

              Passed on the Future 

   副題 「めぐり逢う一筋の光」 

      Seek Your Encounter ｗith a Ray of Light 

遠藤 通寛（大阪泉北ワイズメンズクラブ） 

・六甲部 部長「六甲部は、一つの体。共に助け合い、部全体の発展向上をはかろう。」 

大田厚三郎（神戸西ワイズメンズクラブ） 

・西宮クラブ会長     山口 吉郎 

会長主題   サービス行動でワイズ活動を楽しもう！ Let’s enjoy Y’s activities with service 

    ２０１９年２月 西日本区強調ポイント  ＴＯＦ ＣＳ ＦＦ 

 あなたの思いやりが人を助け、命を救い、環境を守ります。各種献金にご協力ください。 

               倉 卓也 地域奉仕・環境事業主任 （京都トップスワイズメンズクラブ） 

２０１９年 ２月例会 
日 時 201９年２月８日（金）19：00～21：０0 

会 場 西宮ｙｍｃａ保育園３ｆ 

ドライバー 万本 敬一メン、濵 浩一メン  

 

１．開会挨拶・開会点鐘     山口吉郎会長 

２ ワイズソング斉唱        一同 

３ 聖句朗読        藤原百合子メン 

４ ゲスト・ビジター紹介    山口吉郎会長 

５．六甲部長・スピーチ   太田厚三郎六甲部部長 

６．ゲスト・スピーチ ラオスワークキャンプ報告 

  合田奈央  ユースリーダー   

  本田陽人氏・松田道子氏（神戸YMCA） 

７．お誕生日のお祝い      山口吉郎会長            

８ ワイズニュース       山口吉郎会長 

９．YMCAニュース        藤田良祐主事 

１０ 閉会挨拶・閉会点鐘     山口吉郎会長 

※２月はTOF(Time of Fast)の月ですので、会食はありません 

20時頃に閉会し懇親会（自由参加）を開催 

 

 
 

 

２０１９年２月            
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スポンサークラブ 

 大 阪 クラブ 

ＤＢＣ 

近江八幡クラブ 

広 島 クラブ 
 

クラブ主役員 

会  長  山口 吉郎 

次期会長  小野 勅紘 

直前会長  石井 恭子 

副 会長  山本 常雄 

書  記  長井 慎吾 

書  記  浅野 純一 

会  計  濱崎 進一 

会  計  足立 康幸 

監  事  阪根 新 

担当主事  藤田 良祐 

 六甲部主査 石井 恭子 

六甲部監事 長井 慎吾 

区EＭＣ事業主任 小野 勅紘 

今 月 の 聖 句 「わたしがあなたがたを愛したよう

に、互いに愛し合いなさい。これがわたしの掟である。      

＜ヨハネによる福音書 15章 12節＞ 

  藤原百合子メン選 

１月例会出席状況  在籍会員数 ２４名 

第１例会(１１金)     第２例会（２５金） 

メン    １９名      メン      １１名  

メネット   ７名      メネット   １名 

ゲスト他   ９名       

   合計３５名          合計１２名 

MU １名   合計 ２０名   出席率８３．３％ 

                            

 ファンド・ＢＦ     １月   １８年度累計 

ニコニコファンド   \５，０００  \１６，２１０ 

ＢＦ＠３００     \５，７００   \２１，９００ 

東日本震災＠２００  \３，８００  \１４，６００ 

 

 

 

 

 

         ＨＨＨａａａｐｐｐｐｐｐｙｙｙ   ＢＢＢｉｉｉｒｒｒｔｔｔｈｈｈｄｄｄａａａｙｙｙ   ＴＴＴｏｏｏ   ＹＹＹｏｏｏｕｕｕ     ２月  お誕生日おめでとうございます  

         ３日 小野 勅紘 メン             １２日 阪根 紀子メネット 

  ２１日 山本 常雄 メン        ２３日 西山 安子 メネット       ２５日 長井 多美子 メネット         
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２月         会長 山口吉郎メン 

 一月は行く二月は逃げる三月は去る

と言います。今、二月が一生懸命に逃

げているところです。しっかり捕まえ

ないと、あっという間に逃げてしまう

かもしれません。改めて、時間を大切にしない

といけないと思います。 

まだ寒さの厳しい時期ですがもう立春。こよみ

便覧では「春の気たつを以て也」と記されてい

ます。節分の夜から立春の後に最初に強く吹く

南寄りの風が「春一番」。♪ 風が吹いて 暖かさ

を運んで来ました もうすぐ春ですねちょっと

気取ってみませんか……。ｷｬﾝﾃﾞｨｰｽﾞ懐かしいで

すね。 

立春の日に口にするといいとされている縁起物

は、お酒です。節分の夜から一晩中もろみを搾

り続けて、立春の朝に搾りあがったばかりの「立

春朝搾り」の生原酒を、近隣の神社で無病息災・

家内安全・商売繁盛を祈願しておはらいしても

らうのだそうです。縁起物は試してみたいです。 

 今月はＴＯＦ(Time of Fast)例会。クラブ例

会の食事を抜きにしてその分の金額を支援目標

に捧げる奉仕活動です。 

fast が断食・絶食の意とは知りませんでした。

そう言えば、朝食が BREAKFAST なのが納得です。 

大田部長の公式訪問とユースリーダーのラオス

ワークキャンプ報告をしていただきます。 

  

 

 ドライバー 宮地 京子特別メネット、岡田 佑一郎メン  

 １月例会は11日（金）、宮地特別メネットの紹介で

二胡奏者の中山美歌さんとピアノ奏者の河村敬子さん

をお招きし普段あまり

接する機会のない二胡

の演奏を身近で鑑賞す

る機会を持ちました。 

演奏で聞くことがあっ

ても、間近で見たのは初

めてで、内玄と外弦（スチール製）二本の間に弓を入れ

て演奏する擦弦楽器でヴァイオリンの音色に似ている

と感じました。 

弓が外弦による音か内玄による音かと最前列で見ていまし

たが全く分かりませんでした。 

日本、中国のなじみ深い曲の演奏をいただき、年のせいか

ホッとするひと時を過ごすことが出来ました。 

その後YMCA活動 50年の感謝状がYMCA同盟から山口

政紀ワイズに送られ、神戸YMCA事務局長西田勉氏より授

与式が行われました。50 年間の YMCA、ワイズへの継続

した関わりの重さに一同感心し今後さらなるかかわりに期

待し全員でお祝いの拍手を送りました。 

宝塚クラブ１名、芦屋クラブ５名、神戸YMCA西田事務局

長、西宮クラブ（メン、メネット計26名）計33名の出席

者でした。（岡田メン、フォトｂｙ小野メン） 

 

六甲部合同新年例会 に参加して 

山口政紀メン 

去る1月22日グリーンヒルホテル神戸にて表記交流例会

があり参加しました。 

西宮クラブからは会長山口吉郎メン、山本副会長、そして

山口政紀メンと洋子メネットの4名でした。 

六甲部交流主査武田寿子メン（宝塚クラブ）の呼びかけで

久々の交流新年例会でしたが、神戸西クラブと宝塚クラブ

の一月例会となりました。

当初は神戸学園都市クラ

ブも加わる企画でしたが

別に例会をもたれました。

でも神戸クラブ以外の六

甲部の面々は総勢43名と 

盛大な新年の集いを共に楽しみました。 

私たちのテーブルにはさんだクラブに昨年入会された

「竹内一夫メンご夫妻」とご一緒でなんとかって西宮クラ

ブ仲間の三島浩一氏、山崎薫氏と同じゼミだったとかで話

も弾みました。アトラクションは芦屋クラブのバナナボー

ト「Day-O」のウクレレ演奏と各テーブルへのバナナプレ

ゼント。宝塚クラブのハワイアン演奏とフラダンス披露、

神戸西クラブは昨年入会の柳敏晴メンによるとっても愉快
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なクイズで各テーブル大いに盛り上がりました。これに

は豪華賞品「ハズキルーペ」あり、武田寿子メン提供の

「力道山夫人による高級タオル？」ありで参加者は皆さ

ん大満足でした。最後に参加費からホテルのデスカウン

トによる献金約 2 万円弱を「ピンクシャツデー」プロ

グラムに捧げられました。準備も行き届いて愉快な交流

会でした。感謝して帰路寄り道をしたらカニ鍋を楽しん

でいるメンメンから来年 2 月 22 日の「90 周年例会」

のお誘いがありました。これもビックリ！ 

 

YMCA ニュース 

西宮ＹＭＣＡ館長 藤田 良祐メン 

寒い日が続いていますが、神戸YMCAでは年末のスキ

ーキャンプに引き続き、様々なプログラムやキャンプを

実施しています。西宮YMCAでは2月に神鍋高原万場

スキー場で行うスキーキャンプ、3月は甲山キャンプ場

でファミリープログラムを計画しています。2018年度

も残すところあと僅かとなり、新しい年度を迎える準備

も同時に進めているところです。全てのプログラムの安

全が守られるよう、皆様の日々のお祈りに加えていただ

ければ幸いです。 

1. 神戸YMCA発達支援セミナー 

1月26日（土）に「発達障がいのある子を支える ～

感覚・運動面からの支援～」というテーマで、関西国際

大学の中尾繁樹教授に講師としてきていただき、支援や

配慮が必要な幼児～高校生の保護者、支援者の方を対象

に、運動だけでなく、集中力や学習の土台となる「から

だの使い方」や、対人関係も含めた「不器用さ」につい

てお話をしていただきました。 

2. YMCAピンクシャツデー 

「ピンクシャツデー」は、2007 年、カナダの学生 2

人から始まったいじめ反対運動です。ある日、ピンクの

ポロシャツを着て登校した少年が「ホモセクシャルだ」

といじめられました。それを聞いた先輩2人が50枚のピン

クシャツを購入、インターネットで「明日、一緒に学校で

ピンクのシャツを着よう」

と呼びかけました。翌日学

校では呼びかけに賛同した

数百名の生徒がピンクのシ

ャツや小物を身に着けて登

校。学校中がピンク色に染まり、いじめが自然となくなっ

たそうです。 

このエピソードは SNS 等で世界中に広まり、今では 70

カ国以上でいじめに反対する活動が行われています。カナ

ダで最初にこの出来事があった日が、2 月の最終水曜日で

した。それ以降、2 月の最終水曜日に私たちもいじめにつ

いて考え、いじめられている人と連帯する思いを表す 1 日

としています。YMCAもこの運動に賛同し、アクションを

強めようとしているところです。今年は2月27日（水）が

ピンクシャツデーです。 

3. 今後の予定 

(1) 第11回神戸YMCA・コミュニカ学院スピーチコンテスト 

今年もスピーチコンテストへ西宮ワイズメンズクラブか

らご支援いただき心より感謝申し上げます。日本語を学ぶ

留学生が、日本へ来て感じたことを自らの言葉で語ります。

コンテストへご参加をいただける場合は、事前にお知らせ

くださいますようお願いいたします。 

日時：2019年2月27日（水）9.00～13.00 

場所：兵庫県民会館 県民ホール 

(2) アンガーマネジメントワークショップ 

ピンクシャツデーへの取り組みの一環として、いじめに

対する向き合い方をアンガーマネジメント（怒りの感情の

コントロール）のワークショップを通して考えていきます。 

日時：3月2日（土）14：00～17：00 

場所：神戸YMCA三宮会館チャペル 

参加費：無料（定員50名） 

発題：村岡弘朗氏（市立垂水相談所主任指導員） 

リーダー会便り 小城 百香リーダー 

【キッズ】 
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2019年初めての例会は残念ながら雨が降っていたた

め、ポートアイランドにあるバンドー神戸青少年科学館

へ出かけました。科学館には様々な体験型展示があり、

カラダの中を通ってみたり、地球と火星の重さを比べて

みたり、色々な科学の不思議を体感することができまし

た。また、期間限定で巨大迷路が設置されており、子ど

も達は元気に迷路の中を走り回り、汗だくになりながら

全力で楽しんでいました。 

【ジュニア】 

1 月例会は雨の

ため明石市立天文

科学館に行きまし

た。午前中はプラネ

タリウムを見て、午後は「宇宙飛行士になるために」と

いう宇宙飛行士になるための施設で、様々なものを発見

するというオリエンテーリングを行いました。全ての課

題をクリアしたグループには宇宙飛行士のイラストを

書いた紙をプレゼントしました。子ども達は、解説して

くださる方の問いかけにも積極的に応え、オリエンテー

リングもほとんどのグループがクリアできており、楽し

みながら、意欲的に活動に取り組んでいました。 

【シニア】 

2019年最初のシニアの例会は雨天時用のプログラム

で、キッズプラザ大阪へ行きました。各グループで話し

合って、自分たちの行きたいフロアを決めてグループご

とにまとまって活動しました。午前中の時間全てを 1

つのプログラムに没頭したグループ、色々なアトラクシ

ョンで遊んだグループ、午後の時間には屋内アスレチッ

クで元気に遊んだグループ、それぞれのグループが自分

達でスケジュールを考え、様々な遊び方をする姿が見ら

れました。特に子どもたちのお気に入りだったのは、大

きなシャボン玉の中に入るアトラクションでした。グル

ープの仲間と一緒に何度も大きなシャボン玉を作って、笑

顔で遊ぶ姿が印象に残っています。 

 

ワイズニュース 
会長 山口吉郎メン 

（１）第一例会  

   2/8(金)19:00～20:00 西宮 YMCA 

   大田部長公式訪門 

ラオスワークキャンプ報告 

合田奈央ユースリーダー（西神戸） 

本田陽人 神戸 YMCA（須磨体育館） 

松田道子 神戸 YMCA（国際奉仕センター） 

（２）後期区費納入 2/15 

（３）さんだクラブ バレンタインコンサート 

   2/16（土）15:00～ 郷の音ホール 

   MARI PLUS 4(Jazz) 1,200 円 

   浅野、岩田、山本、山口吉 

（４）第二例会 

   2/22(金)19:00～21:00 西宮 YMCA 

（５）神戸学園都市クラブ 25周年記念例会 

   3/16（土）13:30～  

西神オリエンタルホテル 8,000 円 

吉田由美・河合久美子：フルートデュオ 

ザ・ザビエルズ：アカペラ 

 

  編 集 後 記  ブリテン委員長  廣瀬 一雄  

１月１０日に神戸ポートの例会に出

席しました。会食後に神戸Ｙのチャペ

ルでコンサート「ＰＰＭの頃」があり

楽しみに・・余島リーダーＯＢの田中

仁志さんと写真のお二人。以前は４人

のグループで西宮クラブもクリスマス等にも出演してい

ただき馴染みのあるメンバーです。 

 ラーマン大学合唱団・ホームスティのお願いが馬場メ

ンからありました。３泊だけだし、メネットにどう？と尋

ねましたが、色よい返事はありません。後日、「ホストフ

ァミリーなんとか見つかりました」とのメール。僕も演奏

会には行きたいですので、次回はメネットファーストでよ

ろしく！ 

次頁に遅れてやってきた主任さんの原稿を。丁度一頁も

のにされていましたので。電話一本頂戴ね。 
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西日本区EMC事業改革に再挑戦    

２０１８－１９年度次期EMC事業主任                       

小野 勅
とも

紘
くに

ワイズ 

１． 後期半年報で揃う！ 新規チャーターも増員僅か 

EMCシンポジウム８部で開催。びわこ部で終了。 

１月１日付の後期半年報の数字が出揃いましたが、１，

４９０名と意外にも増員が少なくがっかり。「会員異動報告

書」による集計では１，５１７名と順調のようでしたが、半

年報の数字と約３０名近い乖離。９月１日の九州部部会で、

熊本五福クラブがチャーターも、全体では僅か４名増。九

州部の減少が多いため。増員の一方、減少（退会）両面

からの対策活動が必要でしょう。 

７月２２日の九州部を皮切りに、１月２６日のびわこ部ま

で８部（瀬戸山陰部は実施せず）が EMCシンポジウムを

開催し、その啓発を行ってきましたが、充分に趣旨が浸

透していないかもしれません。会員が減少のいくつかの

クラブで解散の噂も。一方、熊本五福に続く中部とやまク

ラブが５月１１日にチャーターを迎えます。去り行くクラブ

に対しては、生まれるクラブを増やして新陳代謝を計るこ

とが望まれます。奇しくも５月から新年号がスタートします。

人間に寿命があるように、ワイズも生まれ変わる時期と

捉えて新しい命を育んでいきたい。我がクラブにおいても

希望に溢れる活動を期待します。私は１２年ぶりに次期

会長のお役目を仰せ使って、皆さまと共に希望溢れる楽

しいクラブ活動を引き継いでいきたいと願っております。

皆さまのご賛同をよろしくお願いいたします。 
 

２．EMC事業通信、EMC事業通信特別号（「EMCのバトン

タッチ」）ともに第７号を発行 

西日本区のＨＰにEMC事業通信第７号、EMC事業通信

特別号（EMCのバトンタッチ）第７号を発行いたしました。

その中に私の拙いＹＭCAやワイズとの出会い、信仰を得

ることになった経緯などを掲載いたしました。 

その中でお世話になった我がクラブの山口政紀ワイズ

や、山本常雄ワイズ、元YMCA主事でPHD会長や姫路工

大教授であった故草地賢一さんの活動にも触れておりま

す。ご一読下さいましたら幸いです。 
 

３．阪和部、中西部合同新年会に参加            

１月１４日（月）の阪和部合同新年会が和歌山駅内 

のホテルグランビアで開催され参加しました。ホスト 

は和歌山クラブ。第一部は式典。第二部は癒しの音楽で

のコンサート。いつも楽しい企画を用意されていました。

第三部は懇親会。席上抽選会があり、私はオー 

ブ油を戴きました。参加１００名。 

相次いで１月１９日（土）には中西部合同新年会が大阪

YMCA土佐堀会館で開催されました。ホストは大阪センテ二

アルクラブ。冒頭で昨年逝去された金田恒（大阪高槻）、渡辺

宏子（大阪なかのしま）両ワイズを偲んで黙祷を捧げました。

第一部は礼拝式典、第二部は「癒しの音楽」で、大阪センテ二

アルのメンバーでもある中井祥子ワイズ（角地ワイズの夫人）

のソプラノをはじめとする、ピアノ、フルートのトリオ演奏に高

貴な新年を味わう。第三部は新入会の花本茜ワイズの司会

での懇親会。最後に京都西日本区大会、仙台アジアＳＰ大会

などのアピールを行い閉会しました。出席８０名。 
 

４．とやまクラブチャーター準備順調に推移 

  １月８日（火）とやまクラブ設立準備委員会が富山YMCAに

おいて持たれて参加しました。昨年１月、８月の２回の準備委

員会には遠藤理事、正野元書記と一緒でしたが、今回は私一

人。２月１０日（日）には設立総会があるので、準備委員会とし

ては最後。 

  昨年末から通常の例会形式を実施しており、ワイズソング

に始まり、YMCAの歌で終わる形式も踏んでおられる。最初

は通常例会でチャーターメンバーでもある長谷川ワイズの

“歌による街起こし活動”。市内の随所で市民を集めて“歌”の

広場を展開していくというもの。ワイズが発足すれば活動の

中心にもなるという。メンバーも発掘も。安価で食事の提供も

あるとのこと。引き続いて準備委員会。今迄務めてきた作業

の報告と設立総会やチャーターナイトでの役割と配置などを

検討。私は国際協会に提出する資料などを、既にチャーター

した熊本五福クラブから取り寄せて提供することに。後は２月

１０日を待つばかり。メンバーは２０人に少し。 
 

５．今後の予定 

１月末：国際ブースター賞締め。申請は２月１０日迄 

２月中旬：第３回EMC事業員会 

３月７日（土）－８日（日）次期会長・主査研修会 

３月１５日：YES献金振込み締切 

阪和部合同新年会              中西部合同新年会 

NGT９８作戦！Ｎ賑やかな例会に、
Ｇ元気で若々しく、Ｔ楽しいお友達
を９８人お招きましょう。 


